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チューブ（Tube）と TDへと入れ、26℃で 2時間保存した。TDは振盪群と静置群に分類した(n=8)。 
保存溶液およびウシ胎児血清（FBS）の有無に関する検討においては肝細胞培地（HM）、ET-Kyoto solution
（ETK）、Wisconsin University solution（UW）の 3溶液に肝細胞を懸濁し、4℃で 4時間保存した。さらに
FBSの有無により 2通りに分類し、計 6群の検討を行った（n=8）。 
添加剤としての FBSとヒト血清アルブミン溶液（HSA）の比較検討においては、保存液を HMとした。添
加剤として FBSを用いた群と HSAを用いた群に分類し、4℃で 4時間保存した。 
温度に関する検討においては、保存温度を 4℃、26℃、37℃に分類し、FBSを含む HMに懸濁した肝細胞
を 4時間保存した。 
 保存後肝細胞の in vitro評価においては、細胞残存率、viability、接着効率（Plating efficiency: PE）、
DNA 定量、アンモニア除去試験を施行した。 
In vivo での評価においては以下の 4 条件で肝細胞を 4 時間、26℃で保存した。Tube 内で HM に懸濁








統計学的有意差をもって高値であった。また、PE に関しては TD で静置した群が最も高値であった。DNA
定量では有意差を認めなかった。 
保存溶液と FBSの有無に関する検討では、FBS添加、非添加とも残存率に関して HMが ETK、UW より
有意に高値であり、FBS非添加群では、顕著に低値を示した。viability、PEは各比較群間に有意差は認めな
かった。 






 本研究により、TD は分離肝細胞の保存に関しても有用であることが示された。臓器保存液である ETK と
UWは HMに比べ有用とは言えず、FBSが肝細胞の残存率の維持に重要であることが示された。さらに FBS
の代替物として HSA が有用であることが示された。保存温度としては 4℃が最も適切と考えられた。腎被膜
下移植実験においても、TDによる保存が有用であることが示された。 
